











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































関`し､．意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解
目
標
小数×÷整数の計
算のしかたについ
て考える。
'j､数×÷整数の計算につ
いて、数のしくみに着目
して考える。
/j､数×÷鑑
数の計算がで
きる。
小数×÷整数の計算
のしかたがわかる。
評
価
規
準
ヅj､数ｘ÷整数の計
算について、計算
のしかたを考えた
り、進んで生活に
生かそうとする。
･小数×÷整数の計算につ
いて、0】のいくつ分とし
てとらえるなど数のしく
みに霧目して、計算のし
かたを考えることができ
ろ。
,ﾉj､数×÷整
数の計j蕊がで
き､それを適
切に用いるこ
とができる。
小数ｘ÷整数の計算
の意味やしかたがわか
る。
./j､数の場合でも、２．５
倍のように小数を用い
て表すことがわかる。
秘舞
膠
騒
謬
謬
算数の基礎・基本を生かして子どもを柔軟に育てるにはどうしたらよいか ●
雌
鐸
亀
⑭
．
貯
餌
舞
曇(2)ねらいあまりを出す除法の計算のしかたがわかる。
(3)展鍔〈略）
黙
（３）反省
①この指導に見られた子どもの反応
③紙テープを切るという作業を活発に行っていた。
②自分の考えを積極的に述べていた。
②周りの友達と比べて、意見の交換をしていた。
②授業の後に楽しいと言ってくれた。
②考えるのに時間をかけていた。
③予測していなかった考え方が多くあった。
③早く終わって待っている子と、長い間悩んでいる子とで差があった。
②活発で楽しい授業となった背景（要因・原因）
③算数的活動を取り入れた教材であった。
③具体物を用いる左ど課題に工夫があった。
②1人１人の子どもの考え方を大切にした授業であった。
③子どもに多く問いかけた。
②子どもたちにとって身近なものの例えを用いて分かりやすく説明した。
③見出された課題
③子どもが移動中、作業中（がたがたしている状態）の穏やかな説明は閃こえまい（聞いて
いまい)。
③たしかめ算の式の意味をきちんと理解させる。
②児童の考え方や発言は様々左ので、事前によく予想をし、準備しておく。
③児童に考えてもらいたい中心発問や課題の際にはじっくり待つ。（児童にとって、自分で
考えまとめる時鰯はとても大切左ものである）
③児童が考える時間、理解していく時懸を多く見積もり、余裕を持って授業を行えるように
適切な鱒間配分を行う。
⑨よく挙手する子だけを指すのではなく、受け身の児童にも発言の場を与える。
⑨特定の児童だけでなく、全体をよく見て話をする。
③黒板を用いて説明する際には、立ち位置に注意する。
③期間巡視は子どもたちの状況を把握するために大切なことである。
：
序
埒
〈４）（整数）÷（小数）
(小数）÷（小数）を学習するために（１）の考え方をどう生かすか
６１
‐難
解
戦
騨
艸
巧
鷲
脚
臘
鱒
鮮
鴬
費
鷲
葺
撰
聯
櫛
咄
川
蝉
唖
繋
韓
謬
謬
軍
鵜
蝋
詮
購
脳
咄
臘
暇
蝿
…
川
顛
翰
争
建
驚
騨
㎡
叩
哩
牌
協
議
・
譲
欝
冒
瀞
叩
僻
僻
醇
軽
野
溌
叩
眼
叱
鴬
瀦
‐
弾
驚
置
＜わる数が小数になったら＞
１．整数÷小数（略）
２．小数÷小数
①筆算でも筒じ
小数のわり算は、除数、被除数にＯ以外の同じ数をかけても同じ数でわっても商は変わら
ない。この`性質を用いて小数÷小数にあてはめて考えればよい。ただ筆算のときには、気を
つけておかねばならないことがある。
わる数、わられる数を１０（100）倍すると常に整数÷整数になるが、この方法では下のよ
うに数値が大きくなりすぎて困ることがでてくる。
１６５)-面丁一一→lq5J-Tz丁
16.5丁宛丁一・１６５０７~冤了
そこで一般的には、わる数を整数になおすだけで計算をする方が簡単である。
②余りの処理
また小数のわり算では、余りの小数点の位置が初めの位置と異なってくるので処理がかなり
繊腱になる。そこで余りの小数点の位置については、
（わる数）×（商）＋（余り）＝（わられる数〉
の関係から考えたり、余りは必ずわる数よりも小さくなるということから、もとの小数点の
位置にかえってうつということが理解できるように進めていくことが大切である。
●
輔
「
心
え
Ⅲおわりに
（１）研究結果
小数のわり算に限らず、除法を指導する場合には、基準となる鷺の大きさを求める場合に
難しさがみられる。簡題場面をことばの式や数直線、図などを用いて表す酸どの活動を通し
て、場面の意味を露確にとらえ、正しく式に表せるようにする指導が大切である。小数は理
解しにくいが､小数のわり算でも同じように､数直線やことばの式､図などを十分に活用して、
自分の考えた答えを子どもが自分で説明できるよう理解させていくことが大切である。この
研究を終えてみて、数直線やことばの式の重要性を知ることができた。
また、小数を学習することにおいて、0.1が何こという考え方は最も大切な考え方である。
「１２は０．１がｌ２こ」や「0.1が１０こでｌ」という考え方など、意味を理解させることも重
要であると考える。
また、教育実習を行ってみて、まずは、“1人１人に考えさせる→考え方の共通化をはか
る→簡題を解きながら、考え方、解き方の確認をする,,という流れで授業を行ってみるとよ
いことがわかった。
子どもが自ら考え、自ら発見し学ぶよう導くことは大切である。問題は解けるが、その理
グ
6２
卜噸
〉
騏
勤
灘
職
蔽
晒
し
吋
胖
算数の基礎・基本を生かして子どもを柔軟に育てるにはどうしたらよいか
袰
戴由や説明がわからない。そこで、そういった子どもが納得しうる教師の説明やまとめが必要
になる。授業を行う際にはきちんとねらいを持ち、必ず押さえなければならないことはしっ
かりと教師が説明することも大切である。そして、その内容の定着をはかるために例題を多
くやらせる。授業の最後に、“本日のポイント”ということで教師がまとめるとよいだろう。
算数輪活動や数学的な考え方を十分に用いた授業を行うことで、子どもにとって楽しく、
そしてわかる授業となると考える。また、わかる授業を展開するためには、ただ色画用紙等
を使えばよいというわﾄﾅではなく、自然な流れの中で、ポイントを押さえてそれらを適切に
用いることが大切であると矩つた゜
これからも、教師と共に子どもが参加する授業、頭だけでなく、手や身体も使って考える
算数的活動や、数学的な考え方を多く取り入れた授業を考えていきたい。
騨
騨
群
艸
似
）
浮
夢
蝿
叫
丹
肘
二
鷺
騨
婁
壗
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